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令和４年度 学校関係者評価報告書 

 

学校法人東京愛犬学園 

東京愛犬専門学校 

学校関係者評価委員会 

 1・開催日時 

     令和５年５月１５日～令和５年６月１５日 

   新型コロナウイルス感染症の感染拡大を鑑み、各委員へ自己評価資料を郵送し、     

評価を依頼した。 

     

 2・学校関係者評価委員 

     ・業界関連企業 動物病院院長 

    ・業界関連企業 会社役員 

    ・業界関連企業 会社役員 

    ・卒 業 生 ペットサロンオーナー 

  3・評価方法について 

    東京愛犬専門学校が行った自己評価結果について「適切」または「不適切」の 2 分法 

    にて評価を行い、①現状、②課題、③今後の改善策についての意見を記入した。（④） 

 

 

 



 

評価項目の達成及び取り組み状況 

（１）教育理念・目標 

 

 

 

① 現状 

・学校法人窪田理容美容専門学校の姉妹校として 1970 年 10 月 15 日に東京都中野区で開校した。

本学の建学の精神は「トリマー・動物看護士としての専門の理論と技術を授け、動物業界の発展に

寄与できる心身とも健全な社会人を育成することにあり、変化激しい現代社会に即応するために、

国際的な視野から創造力を学び、自主性の確立に努力することを重点とする」とし、校訓として「忍

耐・創造・独立」を掲げている。忍耐とは継続し、努力し、技を生む力。創造は創造美をつくる、

感性を磨く思い。独立は自立できる人間になる思いをその校訓に含め、専門校として動物分野の養

成校の目的・責務を普遍的に果たすことを示している。東京都知事から認可を受け、2005 年に専

修学校としてスタートした後も、その精神を受け継いでいる。また現在では「人間と動物との共生」

を基本理念に置き、人とペット双方に幸せを与え、職業教育の垣根を越えた社会貢献のできる社会

人育成を目的にしている。 

・学校案内書や学校ホームページなどに教育理念・目標を掲げることで、学生・保護者等に周知し

ている。また、資格取得・就職指導・普遍的講師陣など本校の特色を前面に打ち出すことにより、

他校との差別化を図っている。 

② 課題 

・学生には入学前に体験入学会、学校説明会等で、入学後にオリエンテーション、学校長講話等で

教育方針・目標については周知されているが、保護者に対しては体験入学会や入学式に参加された

一部の方にとどまっている。そのため保護者全体の理解度は把握できていない。 

③ 今後の改善策 

・保護者への周知については、入学前に保護者説明会の開催や入学後に保護者懇談会等の開催を検

討して向上を図る。 

④ 学校関係者評価委員からの評価・意見 【適切 2・不適切 2】 

・校訓、理念は大変共感できるものです。その校訓、理念を入学する前の志望者、保護者にしっか

りと伝えることは同業他校、全専門学校との差別化をするためには必要不可欠なことと考えます。

体験入学会へは、保護者同伴を強く推奨し、同会において保護者と学校側の時間を十分に取り、校

訓、理念をしっかりとご理解いただいたうえで、保護者及び志望者が一致した考えで入学を決めて

いただける形を実現していただきたい。 

 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか 

（専門分野の特性が明確になっているか） 
４ ３ ２ １ 

学校における職業教育の特色は何か ４ ３ ２ １ 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ４ ３ ２ １ 

学校の理念・目的・人材育成像・特色・将来構想などが学生・保護者 

等に周知されているか 
４ ３ ２ １ 



・建学の精神は時代の流れにも業界、高等学校で認められています。人的交流が盛んになってきた

今、保護者への教育活動を理解されるように努めてほしい。 

・題材に挙げられているように、理念、目的等の周知、理解が深まっていないのではないかと感じ 

ます。 

 

（２）学校運営 

 

① 現状 

・毎年 3月に開催される理事会において、学校運営に支障なきよう適切な予算が組まれ、承認され

ている。また、同日に行われる評議員会において学内外の意見を広く聴取し、学校運営・予算等に

反映されるよう努めている。 

・職員に関する規定については就業規則・給与規定・旅費規程・退職手当規定等により整備されて

いる。 

・法令を順守し業界や地域社会と連携して環境向上を図っている。通学時の喫煙、飲食、その他の

マナーについて厳しく指導を行っている。登校時においては挨拶の励行、服装・頭髪の指導をし、

近隣住民に不快感を与えないよう心掛けている。 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

目的等に沿った運営方針が策定されているか ４ ３ ２ １ 

運営方針に沿った事業計画が策定されているか ４ ３ ２ １ 

運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、有効

に機能しているか 
４ ３ ２ １ 

人事、給与に関する規定等は整備されているか ４ ３ ２ １ 

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか ４ ３ ２ １ 

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか ４ ３ ２ １ 

教育活動等に関する情報公開が適切になされているか ４ ３ ２ １ 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか ４ ３ ２ １ 



・学生管理システムを導入し出欠席、成績、小テスト、学生への連絡等の管理が円滑に運ぶよう準

備を進めている。 

②  課題 

・人事考課については明確に規定された文書等はない。 

③ 今後の改善策 

・人事考課を規定した文書を作成し、明確にすることで改善を図る。 

④ 学校関係者評価委員からの評価・意見【適切 3・不適切 1】 

・学校管理システムの整備を急がれることを望みます。人事考課については、文書整備もさるこ

とながら、その内容ともなる人事考課システムを急ぎ構築されることを望みます。 

・人事考課を整備しての人材確保。コンピュータによる学生管理整備を評価します。 

・人事考課に基づき昇給する。学生管理のデジタル化で作業効率のアップなどで長く勤めてくれ

る人材の確保が必要。 

 

 

 

 



（３）教育活動 

                                                                                                           

①現状  

全学科共に、年間カリキュラムに沿った講義、実習共に基礎知識、基礎技術の習得を行っている。

関連分野における優秀な講師陣により、この分野での専門知識を持ったプロフェッショナルを目指

すよう教育を行っている。 

動物看護学科においては、国家資格取得を目指し、認定されたカリキュラムに沿った教育だけでは

なく、ニーズの多いトリミング技術習得の強化をしている。 

②課題 

職員（教員）のレベルアップ。 

 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ４ ３ ２ １ 

教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対

応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
４ ３ ２ １ 

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ４ ３ ２ １ 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方

法の工夫・開発などが実施されているか 
４ ３ ２ １ 

関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリキュラ

ムの作成・見直し等が行われているか 
４ ３ ２ １ 

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシッ

プ、実技・実習等）が体系的に位置づけられているか 
４ ３ ２ １ 

授業評価の実施・評価体制はあるか ４ ３ ２ １ 

職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか ４ ３ ２ １ 

成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか ４ ３ ２ １ 

資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけ

はあるか 
４ ３ ２ １ 

人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員

を確保しているか 
４ ３ ２ １ 

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務を含

む）を確保するなど、マネジメントが行われているか 
４ ３ ２ １ 

関連分野における先端的な知識・技能等を取得するための研修や教員の

指導力育成など資質向上のための取組が行われているか 
４ ３ ２ １ 

職員の能力開発のための研修等が行われているか ４ ３ ２ １ 



 

 

教育以外にとられる校内での雑務等の削減をし、技術指導をより充実させたい。 

学生自ら率先して学習に取り組む姿勢がやや劣る傾向にある為、そこを強化したい。 

資格取得の為だけではなく、広い視野を持った人材育成を目指す。 

コロナ禍の影響で低下した、学生のコミュニケーション能力の強化。 

 

③今後の改善策 

時代に沿った新しい知識や技術を取り入れたカリキュラム等全体の改善を行っていく。 

コミュニケーション能力の強化としてコロナ禍に一時停止していた、挨拶の練習を復活させる。 

今年度より導入した出席管理システムを利用し、学生自身が出席について自己管理の改善が進んで

きたので、より強化したい。 

 

④学校関係者評価委員からの評価・意見【適切 4】 

・①については、これを具現化し、教育効果の向上を図るためにもシラバス（授業計画）の導入を

提案します。②教職員においては、専門の知識・技術の研鑽は当然ながら、人間形成を行う教育機

関の教職員として社会人教養を身に着けることも強く願います。 

・教職員が本来の業務以外の雑務にとらわれないように注意し、学生の知識・技術の向上に努める

ことを評価します。 

・技術はもちろんだが、コミュニケーション能力の強化により力を入れる必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

(４）学習成果 

 

① 現状 

〇就職率の向上についてはキャリアガイダンス、業界説明会、企業説明会、就職希望者への個別面

談等により早い段階から将来の自分をイメージさせている。就職担当者と担任が連携して学生への

就職指導を行っている。企業へ求人依頼を行い求人企業および求人数の増加を図っている。ほぼ

100％専門分野への就職が達成できている。 

〇資格取得率については基礎技術に重点を置き、全クラス基本的なマニュアルに沿って全員が同様

のレベルで技術向上するよう努めている。資格未取得者には個別の指導も行っている。 

〇学生とのカウンセリング、および保護者との連絡を密にすることで退学率の低減を図っている。 

〇在校生の社会的な評価、活躍に関しては、日頃の学習成果を発揮する場として全国レベルのトリ

ミング競技会に出場機会を与え、受賞者を多く輩出している。 

卒業生の社会的な活躍、評価に関しては、卒業生や就職企業からのリサーチを行っている。                 

② 課題 

〇企業の求人情報提供、エントリーの開始及び面接等の選考時期が近年早まってきている。それに

向けて就職活動の進め方を今後どうしていくべきか、授業や学習計画との関係も考慮して対策を考

えなければならない。 

〇資格取得については、愛玩動物看護師の国家資格化に伴い通常授業の他、受験対策講座の開講、

個々の学生への指導等を講ずる必要がある。 

○退学率については、学習意欲の低下、家庭環境、学生の精神的悩みなど多様な要素がからみ、学

校、教員だけでは対応できないことが多い。 

○卒業後のキャリア形成への効果の把握については、卒業生との連携を密にする必要がある。 

③今後の改善策 

各評価項目の現状と課題を精査して改善を計っていく。 

 

 

 

 

 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

就職率の向上が図られているか ４ ３ ２ １ 

資格取得率の向上が図られているか ４ ３ ２ １ 

退学率の低減が図られているか ４ ３ ２ １ 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ４ ３ ２ １ 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用

されているか 
４ ３ ２ １ 



 

④学校関係者評価委員からの評価・意見【適切 3・不適切 1】    

・就職 1年後、3年後の就職率をしっかり把握したほうがいい。 

・現状進められている対策のクオリティの向上を望みます。 

・就職率の高さ、資格取得への対策を評価します。 

・改善を経て、解決してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（５）学習支援 

 

 

 

 

① 現状      

○就職担当の専任職員を置き、クラス担任及び副担任と連携しながら学生の就職指導にあたってい

る。総合学習の位置づけで接遇マナー講座、業界説明会、就活ルール、企業説明会等を教員と連携

して行っている。 

○学生生活の悩みや家庭の悩みなどについては学生の声に極力耳を傾け、相談に応じている。 

○奨学金は多種多様な制度があり、年間に数回説明会を実施している。また、個々の学生への指導

も行っている。 

○新コロナの影響で課外活動が制限された。 

○全学生に健康診断を行っている。学生団体保険に加入をして、就学中のみならず通学途中、イン

ターンシップ、企業実習中の事故にも対応している。 

○事案が発生した際には保護者に連絡をし、電話相談や学校に来てもらって話をするなどしてい

る。 

○同窓会を毎年開催し技術研修会や業界セミナーなどを行っている。卒業生との懇談で近況を報告

してもらっている。 

○高等学校での進路ガイダンスや職業説明会、体験授業などを通じてキャリア教育、職業教育への

理解を深めるよう努めている。高校生の職業意識や専門学校への進学目的意識の向上に努めてい

る。 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか ４ ３ ２ １ 

学生相談に関する体制は整備されているか ４ ３ ２ １ 

学生に対する経済的な支援体制は整備されているか ４ ３ ２ １ 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか ４ ３ ２ １ 

課外活動に対する支援体制は整備されているか ４ ３ ２ １ 

学生の生活環境への支援は行われているか ４ ３ ２ １ 

保護者と適切に連携しているか ４ ３ ２ １ 

卒業生への支援体制はあるか ４ ３ ２ １ 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ４ ３ ２ １ 

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組

が行われているか 
４ ３ ２ １ 



 

② 課題 

○学生の社会性、職業意識の低下に対する教育が必要。卒業年度だけではなく早い段階での 

指導も必要。企業の求人情報やエントリー、企業からの連絡・通知はネットを通じて行うことも多

くなり、パソコン、スマホのネット環境の整備とネットリテラシー教育の必要性。 

○学生指導体制の強化。環境の整備。 

○専門性に特化した分野であるから、リカレント教育など社会人のニーズの把握。 

○高等学校等からのキャリア教育、体験学習、進学ガイダンス等の要望が多いが、人員等で 

 ニーズに応じきれていない。 

 

③ 今後の改善策 

○キャンパス手帳等のシステム導入により学校と学生を繋ぐネット環境の整備。 

○学生の学習意欲保持、職業意識、社会性には、入学前のガイダンス、キャリア教育が必要と考え

る。高等学校や高校生からのニーズに対応できるよう、ガイダンスや進学相談会への参加を強化す

る。 

 

④ 学校関係者評価委員からの評価・意見【適切 4】 

・コロナ禍だったのでかなり学習（授業）は大変だったと思いますが、オンラインでもしっかり学

習できるシステムを考えてください。 

・評価表における 4の適している以外の項目について、4を目指して改善していただけることを望

みます。 

・ネット環境の整備によるスマホの利用増を評価します。 

・改善を経て、解決してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（６）教育環境 

 

① 現状 

・専修学校設置基準及び関係法令の基準に適合した施設・設備等を備えている。教育上必要な実習

室、普通教室、図書室など学習支援のための施設を整備し有効活用している。 

・教育上必要な機器、備品、図書等については、私立専修学校教育環境整備助成金等を利用し、年

間予算を策定しながら計画的に導入している。 

・インターンシップについては、受け入れ先企業と連携し愛犬美容学科・動物看護学科ともに毎年

実施している。受け入れ先企業への就職内定の割合も少なくなく、就職後の企業と学生とのミスマ

ッチ改善にもつながっている。 

・コロナ禍においてインターンシップや研修旅行等の課外活動が制限されている。 

・毎年、東中野消防署の指導により防災訓練を実施しており、職員・学生ともに防災についての意

識は高い。また、全職員・在校生の防災備蓄品を保管している。 

② 課題 

・職員や学生の更衣室・ロッカールームに十分なスペースが確保できていないため、改善を要求す

る声が多い。また、学生食堂やカフェテリアを要望する声もある。 

・動物看護学の授業に使用する機材が高額なものが多く、教員の要望通りに調達することが難しい。 

・インターンシップについては、動物看護学科では全員が必修になっているが、愛犬美容学科では

希望者のみとなっている。そのためペットショップ・ペットサロン等への就職後の離職率が問題と

なっている。 

・コロナ禍において制限されている課外活動については行政の施策による改善が待たれる。 

・防災備蓄品の保管数が十分な数とは言えず、全職員・学生に対する数日分の備蓄を置くスペース

がないのが現状である。 

③ 今後の改善策 

・課題点の多くは、校内スペースが問題となっている。レンタルスペースの活用や、現在の倉庫・

保管庫の整理をし、古い書類やいらないものを捨てるなどで改善を図る。 

・ペットショップ・サロン等へのインターンシップを増やすため、企業等との連携をより深めるこ

とで改善を図る。 

 

 

 

 

 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されている

か 
４ ３ ２ １ 

学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教

育体制を整備しているか 
４ ３ ２ １ 

防災に対する体制は整備されているか ４ ３ ２ １ 



 

 

④学校関係者評価委員からの評価・意見【適切 4】 

・課題については、実現が物理的に難しいものも考えられるが、最大限の努力を持って実現に近づ

けることを望みます。 

・校内スペースの改善、インターンシップを増やすための改善を評価します。 

・スペースも予算にも限りがあるため、学校・学生のための取捨選択をしてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（７）学生の受入れ募集 

 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

学生募集活動は、適正に行われているか ４ ３ ２ １ 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか ４ ３ ２ １ 

学納金は妥当なものとなっているか ４ ３ ２ １ 

 

①現状 

本校認知の維持促進、高等学校等関係強化、高校生に職業理解のための情報提供や質疑応答のガイ

ダンスに積極的に参加。学校案内は該当分野の教育の内容、目的、成果が理解できる表現を心がけ

た。体験入学会は参加者が具体的な実習体験と生の学生、教員に触れ教育環境を体感。学納金の納

入期、金額について明確に説明した。 

 

②課題 

ペット業界に就職する上で、高度な知識と技術を求める愛玩動物看護師、トリマーのプロ志向志願

者を募集につなげる。仕事の満足度を高めるカリキュラム構成であることの、理解と周知が必要で

ある。 

 

③今後の改善策 

学校見学を積極的に呼びかけ、体験入学とひと味違う普段の授業に触れてもらう。学生や教職員と

の対話、交流を通し主たる志願者が入学後のリアルなイメージができるよう心がける。体験入学の

内容について高校生にもわかりやすい内容と丁寧な指導を行えるよう、教職員の意識の向上を図

る。 

④ 学校関係者評価委員からの評価・意見【適切 4】 

・学校意見において、見学者がじっくりと見学できるスペースを常設するなどして、見学者が満足

のいく見学にして、歩留まりに結び付けられるよう望みます。 

・入学希望者への対応、評価できます。 

・改善を経て、解決してほしい。 

 

 

 

 



 

（８）財務 

 

① 現状 

平成 17年に専修学校認可を受けて以来、学校の財務状況は常に安定している。また、本来専修学

校に順守義務はないが、学校法人会計基準に従い会計処理を行い貸借対照表、収支計算書その他の

財務計算に関する書類を作成している。 

 

 

 

 

② 課題 

特になし。 

 

 

 

 

③ 今後の改善策 

特になし。 

 

 

④ 学校関係者評価委員からの評価・意見【適切 4】 

・コロナ禍の中、募集人員に対しての財務関係は健全と評価できます。 

・（6）教育環境での課題を解決するための予算を算出できると良い。 

 

 

 

 

 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ ３ ２ １ 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ ３ ２ １ 

財務について会計検査が適正に行われているか ４ ３ ２ １ 

財務情報公開の体制整備はできているか ４ ３ ２ １ 



 

（９）法令等の遵守 

 

 

 

① 現状 

・本学は、法令及び専修学校設置基準を順守し適正な運営に努めている。具体的には、校地・校舎、

理事会・評議員会の定期的な開催、年間授業時数、毎年の健康診断、ＪＲ東日本への学校指定の申

請、監督官庁への各種届出、各種資格認定団体への届出、勤労学生控除、教員の採用・解職、文書

管理保存規定、個人情報保護法令などである。 

・個人情報の保護に関しては、すべてのコンピュータにウイルス対策ソフトを導入し、書類は保管

庫の施錠を徹底。また、文書類を破棄する場合はシュレッダーにかけて処分することを徹底してい

る。 

・学生の写真、動画、情報等について公開する場合、必ず本人及び保護者の同意を得ている。 

・毎年、自己評価、学校関係者評価の実施を行い HP上で公開している。 

② 課題 

・学内外の意見を広く取り入れるため、第三者評価に取り組む必要性がある。 

③ 今後の改善策 

・第三者評価に、今後組織的に取り組んでいくことを検討し改善を図る。 

④ 学校関係者評価委員からの評価・意見【適切 4】 

・本学園の自己点検・評価に高い評価を抱いています。今後も自己点検・評価の結果を活かしてい

っていただきたいと望みます。 

・個人情報が簡単に社会に広く出回ってしまう時代です。個人情報の保護・管理などに最大限の努

力を望みます。 

・個人情報の管理、これから起こるジェンダー問題への対応、第三者評価への取り組みを評価しま

す。 

・問題が発生してからでは遅いので早急に改善策の実施をお願いしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４ ３ ２ １ 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４ ３ ２ １ 

自己評価の実施と問題点の改善を行っているか ４ ３ ２ １ 

自己評価結果を公開しているか ４ ３ ２ １ 



 

（１０）社会貢献・地域貢献 

 

 

 

① 現状 

・毎年、中野区専門学校協会の活動の一環として、中野区内の中学校へ出張授業を行っている。ペ

ットのしつけやグルーミング、健康チェックなどを実演し、ペットに対する知識を広め、職業に対

する理解を深めるよう努めている。また、毎年春に行われるＦＣＩインターナショナルドッグショ

ーにおいては、学生、教職員全員で参加をし、ペットの相談コーナーなどにおいて、一般の方との

交流を深め、職業に対する理解を深めるよう努めている。 

・著名講師を招き、ＣＡＰＰ活動（コンパニオンアニマルパートナーシッププログラム）に関する

講演会を毎年開催し、アニマルセラピーに関わるトリマー、動物看護師の役割について学生に周知

している。 

・コロナ禍において課外活動が制限されている。 

② 課題 

・学生の中には自発的にボランティア活動に参加するものもいるが、学校を通しての活動の機会は

まだまだ少ない。 

・近隣地域に対して公開講座や教育訓練等を行った実績はあまりない。 

③ 今後の改善策 

・学校を通じてボランティアに携わる機会が増えるよう、教職員会議などで定期的に議題に上がる

よう努めることで改善を図る。 

・日曜や祝日などに、近隣住民に対して公開講座やペット相談などが行えないか検討をし、教職

員、学生などからも意見を集め、実現できるよう努力すること 
④ 学校関係者評価委員からの評価・意見【適切 4】 

・学生のボランティア参加の機会は多くあります。ボランティアの情報を提供するとともに意義、

心構え、注意すべき点などを、教育の一環として伝える時間を創作していただけることを望みます。 

・本年度はコロナ禍で学内外の活動が制約を受けた中で、今後の東京愛犬の本来行なうべき活動が

行なえるか検討していただきたい。 

・ボランティア活動していく上での意義を学生・職員に共有する必要がある。 

評価項目 
適切…４、ほぼ適切…３、 

やや不適切…２、不適切…１ 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ４ ３ ２ １ 

学生のボランティア活動を奨励、支援しているか ４ ３ ２ １ 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等

を積極的に実施しているか 
４ ３ ２ １ 


